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の出典の一つである「本草綱目」（1596）によ

れば、健康女性の胎盤とある。人胞、胞衣、胎衣、混沌衣、

混元母、仏袈裟等の別名がついている。日本で紫河車の名

が出ることは少なく、一般にはプラセンタ（Placenta）と

呼ばれることが多い。日本ではウイルス感染等のリスクが

あるため紫河車そのものは使用が禁じられており、加水分

解物の注射剤が医薬品となっている。しかし中国の薬局方

では、紫河車は中華人民共和国葯典一部に収載されており

医薬品である。さらに紫河車を配合した「紫河車大造丸」も

中国葯典一部の収載薬で、虚弱症、月経不順、流産、喘息、

心臓病等の治療薬として内服する。

修治と調理法
新鮮な胎盤を米のとぎ汁でよく洗浄し、微細血管や血

液を取り除く。洗浄後火で焙って乾燥させ粉末とする。 

これら修治の過程で有害なスピロヘータ（梅毒）やウイル

ス（HIV）、また細菌類が取り除かれると考えられている。

なお、中国では家庭でも用いられることが少なくない。 

調理方法としては黄耆、党参、枸杞、大棗等の補剤を加え

てとろ火で煮て、小児の発達障害等に適応すると言われて

いる。また、虚弱体質で抵抗力低下、心臓病、気管支喘息、

慢性気管支炎等の慢性病対策として、党参、五味子、山薬

等を加えて上記同様調理する1）。

紫河車の成分
胎盤であるので当然であるが、ホルモン類が含まれて

おり、ステロイド系としてはエストラジオール、エストリ

オール、プロゲステロン、エストロン、アンドロステロン、

デオキシコルチコステロン、コルチゾン等多様である。 

活性タンパクも多く、インターフェロン、マクログロブリ

ン、性腺刺激ホルモン、プロラクチン、甲状腺刺激ホルモ

ン等である。また、エリスロポエチン、リン脂質、多糖類

等も含まれる2）。

紫河車（プラセンタ）の薬理
紫河車は漢方医薬大事典において壮陽強身薬に分類さ

れているので1）、心腎特に腎の陽気を強壮する（補腎陽）、

すなわち生殖機能を活性化するとともに弱った体を回復

させる働きが強い生薬と受け止められる。また、中薬大辞

典2）によると以下のような作用が取り上げられている。

紫河車のγ-グロブリンによるインフルエンザや、ジフ

テリア等の感染症予防や症状の軽減化に適用することが

出来るが、注射によらねばならないので日本で使用するの

は不可能であろう。

各種の抵抗性を獲得することが示されている。紫河車
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エキスを塩酸により加水分解した分解物をラットに腹腔

内投与すると、四塩化炭素による肝脂肪沈着を抑制した。

紫河車エキスをマウスに皮下注射することにより水泳時

間延長がみられ、抗疲労作用を認めている。

若いウサギに対して紫河車エキスを投与すると、脾臓、

胸腺、子宮、乳腺、甲状腺、睾丸等が発達しホルモン様作

用が見られる。

最近の研究から
紫河車にはアンチエイジング作用が認められているが、

関連した臨床試験が行われているので紹介する。

韓国の65歳以上の健康なお年寄り39名を選び、プラセ

ボ群（17名）と投与群（22名）に2分した。投与群には紫河

車エキスを8週間皮下投与し、プラセボ群には生理食塩水

を投与し、韓国健康状態指標（Korean health status 

measure）により健康状態をチェックした。その結果、紫

河車エキス投与群では身体機能、性生活、一般健康認知が

プラセボ群に比べ有意に高まることが明らかになった。 

この結果、紫河車エキスは老齢者の健康状態を上げる機能

があると結論している3）。

女性の更年期障害についての研究も行われている。閉経

後症候群に悩まされる女性108名が選ばれた。ダブルブラ

インドにより紫河車エキス投与群、プラセボ群ともに4週

間投与し、Kupperman Indexで更年期障害度を調査する

とともに肝機能の調査も行った。この結果、紫河車エキス

投与群ではKupperman Indexがプラセボ群に比べて明ら

かに低下した。一方、肝機能等には変化は認められなかっ

た。以上から紫河車エキスは更年期障害に有効と言 

える4）。

紫河車エキスは男性の性機能減退からくる遺精、早漏、

男性不妊、また、女性に対しても月経不順、子宮出血、流

産を改善し不妊症に有効と言われているが1）、これらはス

テロイドホルモン類や性腺刺激ホルモンが含まれること

から推察できるであろう。

近年不妊症が大きな社会問題になっている。これは精

子の量が1930年代に比べ1990年代ではほぼ半数になっ

ていることが報じられていることからも容易に類推され

る5）。現代は5組のカップル中1組のカップルが不妊に悩ま

され、その内3分の2が男性不妊によると言われている。

このような現状に鑑み本学薬学部の田中宏光准教授、和田

守正教授と我々は人工培地における人工授精率を高める

生薬の探索研究を行った。その結果、甘草エキスが精子を

活性化することを明らかにした6, 7）。さらに研究を進めて、

甘草エキスの主有効成分であるグリチルリチンではなく、

下図に示すカルコンとイソフラボンであることを突き止

めた8, 9）。以上の結果から、紫河車と甘草の混合エキスは

男性不妊に有効なことが容易に推測される。不妊症対策の

福音となることを望んでいるところである。

図　活性成分の構造式
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